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序　　　　　文

　日本国政府は、カザフスタン共和国政府の要請に基づき、同国のアスタナ新首都総合開発計画

調査に係るモデル設計調査を行うことを決定し、国際協力事業団がこの調査を実施いたしました。

　当事業団は、平成 14 年 12 月 11 ～ 25 日、平成 15 年１月 17 ～ 26 日、平成 15 年２月 16 日～

３月２日、平成15年３月９～18日の４回にわたり、㈱黒川紀章建築都市設計事務所専務取締役

である 柴田 忠雄 氏を団長とし、㈱黒川紀章建築都市設計事務所及び日本工営㈱から構成される

調査団を現地に派遣しました。

　調査団は、カザフスタン共和国政府関係者と協議を行うとともに、現地にて、現地再委託先と

共にモデル設計業務を進め、ここに本報告書完成の運びとなりました。

　この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・親善の一層の発展に役立つこ

とを願うものです。

　終わりに、調査にご協力とご支援を頂いた関係者各位に対し、心より感謝申し上げます。

　平成 15 年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際協力事業団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総裁　　川上　隆朗
　





カザフスタン国

アスタナ新首都総合開発計画調査（モデル設計調査）

モデル設計報告書

目　　　　次

序　文

対象地域図

第１章　はじめに …………………………………………………………………………………… １

第２章　調査概要 …………………………………………………………………………………… ２

　２－１　調査の経緯と背景 ……………………………………………………………………… ２

　２－２　調査の目的 ……………………………………………………………………………… ２

　２－３　調査対象地域及び対象施設 …………………………………………………………… ３

　２－４　実施機関 ………………………………………………………………………………… ３

　２－５　業務実施体制 …………………………………………………………………………… ３

　２－６　業務担当事項 …………………………………………………………………………… ４

　２－７　調査工程 ………………………………………………………………………………… ６

第３章　現地再委託先選定業務 …………………………………………………………………… ７

　３－１　委託業務の概要 ………………………………………………………………………… ７

　３－２　委託先選定の経緯 ……………………………………………………………………… ７

第４章　計画条件 …………………………………………………………………………………… 10

　４－１　気象条件 ………………………………………………………………………………… 10

　４－２　上位計画 ………………………………………………………………………………… 10

第５章　モデル設計 ………………………………………………………………………………… 11

　５－１　行政地区における建物と連結された天蓋付き歩道橋及び駐車場システム ……… 11

　５－２　行政地区におけるリニアな市民公園及び

　　　　　電動シャトルバス・システムに係るルート設計 …………………………………… 11



　５－３　アスタナ市の厳寒期を考慮したパティオ形式の

　　　　　屋内スペースを有する複合住宅 ……………………………………………………… 12

　５－４　イシム川周辺の景観設計 ……………………………………………………………… 13

付属資料

　１．第１回出張業務記録（2002年 12月 11～ 25日） ………………………………………… 17

　２．第２回出張業務記録（2003年１月17～ 26日）…………………………………………… 25

　３．第３回出張業務記録（2003年２月16～３月２日）……………………………………… 53

　４．第４回出張業務記録（2003年３月９～18日） …………………………………………… 63

　５．現地再委託入札書類 ………………………………………………………………………… 77

　６．現地再委託契約書 …………………………………………………………………………… 117

　７．アスタナ市気象データ ……………………………………………………………………… 137



－ 1－

第１章　はじめに

　本報告書は、2002年９月４日に国際協力事業団（JICA）とカザフスタン共和国アスタナ新首都

開発公社（Capital Development Corporation：CDC）、アスタナ市建築・都市計画局（Department

of Architecture and Urban Planning, Astana Municipality：DOA）の３者により締結された実施細

則（S／W）にのっとり、実施された調査の結果を取りまとめたものであり、「カザフスタン国ア

スタナ新首都総合開発計画調査（モデル設計調査）」の報告書である。
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第２章　調査概要

２－１　調査の経緯と背景

　カザフスタン共和国（以下、「カザフスタン」と記す）政府は、旧首都アルマティがアラタウ

山脈を背後に控えこれ以上の開発が困難であることに加え、地震の危険もあるとして、1997 年

12 月に国土のほぼ中央に位置するアスタナへの遷都を決定した。

　同国政府は、新首都開発の青写真を描くべく、1999年に日本国政府に対し、マスタープラン策

定に係る技術協力を要請した。これに対応して、国際協力事業団（JICA）は 2000 年１月から

2001年７月にかけて、黒川 紀章 氏を団長としたアスタナ新首都総合開発計画調査（マスタープ

ラン調査）を実施した。マスタープラン調査の結果は、カザフスタン政府に2001年８月に承認さ

れた。

　同開発調査終了後、アスタナの人口は予測を上回るペースで増加しており、それに伴い市街地

開発も急速に進んでいる。

　特に深刻な問題として、都市空間の無秩序な形成があげられる。例えば、周囲と調和しない色

彩を用いた住宅や著名な建築デザインをコピーしただけの醜悪な建築物等が登場し、新首都アス

タナの景観は崩れつつある。アスタナ新首都設計にあたっては、1998年に国際コンペを開催する

など、新首都にふさわしい都市デザインが当初より意図されており、上記マスタープランでも係

るコンセプトを継承している。

　都市景観形成を行政指導するのはアスタナ市建築・都市計画局（DOA）であるが、マスタープ

ランで提唱した計画を実行するだけの技術力が同局にはない。

　アスタナ新首都総合開発計画調査（モデル設計調査）は、かかる危機的状況を阻止すべく、住

宅や道路など都市景観を構成する代表的な要素についてモデル設計を行い、今後の都市景観形成

のモジュールを作成するためのフォローアップ調査を行うものである。

２－２　調査の目的

　本調査は、以下の３つの目的を実施したものである。

（1）地域特性、環境、将来導入され得る新技術などに配慮した、アスタナ市の都市開発におい

て参照されるべき都市デザイン例の策定

（2）設計ノウハウ、資料の提供及び指導による、ローカル設計会社の都市デザインに係る能力

の強化

（3）技術移転に係るセミナー及びワークショップの開催
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２－３　調査対象地域及び対象施設

　実施細則（S／W）に従い、下記の４種類の施設に係るモデル設計を実施した。各施設の対象

地域はJICA調査団（JST）、DOA及びアスタナ・ゲンプラン（ASTANA GENPLAN）社などの関

連機関との協議により決定された。

（1）行政地区（Government City）における建物と連結された天蓋付き歩道橋、及び駐車場システ

ム：行政地区の中央部を対象とする。

（2）行政地区におけるリニアな市民公園、及び電動シャトルバス・システムに係るルート設計：

天蓋付き歩道端の内部、及び周辺部を対象とする。

（3）アスタナ市の厳寒期を考慮したパティオ形式の屋内スペースを有する複合住宅（１ブロッ

ク）：行政地区南部地域を対象とする。

（4）イシム川周辺の景観設計：大統領府の南部かつイシム川沿いの地域を対象とする。

　上記４種類の施設の対象地域を巻頭の位置図に示す。

２－４　実施機関

　本調査は、2002 年９月４日に、JICA、カザフスタン国アスタナ新首都開発公社（CDC）及び

DOAの３者により締結された S／Wにのっとり実施される。CDCと DOAが実施機関である。

２－５　業務実施体制

　行政官、専門家などの本調査の参加者を以下に記す（敬称略）。

（1）カザフスタン国政府

Bolat T. ORAZOV アスタナ新首都開発公社（CDC）　副総裁

Vladimir A. LAPTEV アスタナ市建築・都市計画局（DOA）

シティ・チーフ・アーキテクト

Vasylyi F. TOSKIN アスタナ市建築・都市計画局（DOA）

副シティ・チーフ・アーキテクト

Bair F. DOSMAGAMBETOV アスタナ・ゲンプラン社　局長

Sarsembek Y. ZHUNUSOV アスタナ・ゲンプラン社　副局長

（2）JICA 調査団（JST）及び ㈱黒川紀章建築都市設計事務所（KKAA）

黒川　紀章 株式会社黒川紀章建築都市設計事務所　代表取締役

柴田　忠雄 JICA 調査団　総括／建築設計

株式会社黒川紀章建築都市設計事務所　専務取締役
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小澤　徹治 JICA 調査団　都市設計

株式会社黒川紀章建築都市設計事務所

十倉　将 JICA 調査団　設計監理

日本工営株式会社　開発計画部

（3）ORTA 社及びテクニカル・アドバイザー

Serik I. RUSTAMBEKOV ORTA 社　社長

Samat RUSTAMBEKOV ORTA 社

Bolat KONYSBAYEV ORTA 社

Aidar ZHANIBEK ORTA 社

Amanzhol S. CHIKANAEV ユーラシア大学　教授

（4）国際協力事業団（JICA）

三條　明仁 国際協力事業団　社会開発調査部

（5）通　訳

Rustem YESHIMKHANOV

２－６　業務担当事項

　コンサルタント団員は、策定済みマスタープランにのっとり、モデル設計を実施することを通

じて、カウンターパート（C／ P）機関であるDOAに対して技術移転を行う。

　建築設計団員は、業務担当事項に係る総括的役割を担うとともに、当該分野に係るモデル設計

の技術指導を行う。特に意匠設計について、現地事情を踏まえた助言を行う。

　都市設計団員は、JICAが策定したマスタープランのその後の進捗状況について調査確認し、今

次実施するモデル設計との整合性を図る。

　設計監理団員は、設計作業を委託するローカルコンサルタントを雇用し、かかる作業を監理し、

成果品について検査する。

　具体的な担当事項は以下のとおりである。

［建築設計］

（1）国内作業機関（15 日間：2002 年 12 月６～ 10 日、2003 年１月７～ 16 日）

1） 既存の関連資料・情報（特に JICA 実施マスタープラン）の分析を行い、調査目的・全

体像を把握する。
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2） 要請背景、内容を把握し、詳細実施計画（案）を策定する。

3） 詳細実施計画（案）を基に、JICA と実施前の打合せを行う。

（2）現地派遣期間（30日間：2002年 12月 11～ 20日、2003年１月17～ 26日、３月９～18日）

1） 追加関連資料収集・整理を行い、コンサルタント総括として C ／ P 機関とモデル設計

の進め方について確認する。

2） モデル設計業務委託内容検討・策定過程を通じて、建築設計分野に関し、C／ P機関に

技術指導を行う。

3） 設計委託業務の中間・最終成果品検査を通じて、建築設計分野に関し、C／ P機関に対

して技術指導を行う。

4） C ／ P 機関関係者を対象にワークショップを開催することにより、建築設計分野に係

る技術指導を総括する。

5） マスタープラン関係者を対象にセミナーを開催し、モデル設計の結果と意義について

理解促進を行う。

6） 総合報告書（案）をまとめる。

［都市設計］

（1）国内作業期間（12 月上旬５日間、１月上旬 10 日間）

1） 既存の関連資料・情報（特に JICA 実施マスタープラン）の分析を行い、調査目的・全

体像を把握する。

2） 要請背景、内容を把握し、詳細実施計画（案）策定の補助を行う。

3） 詳細実施計画（案）を基に、JICA と実施前の打合せを行う。

（2）現地派遣期間（30 日間：１月 17 ～ 26 日、２月 16 ～３月２日、３月９～ 18 日）

1） 追加関連資料収集・整理を行い、C／ P機関とモデル設計の進め方について確認する。

2） モデル設計業務委託内容検討・策定過程を通じて、都市設計分野に関し、C／ P機関に

技術指導を行う。

3） 設計委託業務の中間・最終成果品を通じて都市設計分野に関し、C／ P機関に対して技

術指導を行う。

4） C ／ P 機関関係者を対象にワークショップを開催することにより、都市計画分野に係

る技術指導を総括する。

5） マスタープラン関係者を対象にセミナーを開催し、モデル設計の結果と意義について

理解促進を行う。
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6） 担当事項に係る総合報告書（案）の執筆を行う。

［設計監理］

（1）現地派遣期間（30 日間：12 月 11 ～ 25 日、２月 16 日～３月２日）

1） C ／ P 機関と協議しつつ、設計業務が委託可能な業者の選定を行う。

2） 策定された委託内容にのっとり、入札を行い、業者と契約を行う。

3） 委託業者の設計業務全般に関し、進捗管理・品質管理を行う。

4） 担当事項に係る総合報告書（案）の執筆を行う。

２－７　調査工程

　2002年12月から2003年３月までの期間にかけて、JSTはカザフスタンにおいて計４回の現地

調査を実施した。以下の調査工程表に示されているとおり、現地調査において現地設計会社

ORTA社との現地再委託契約を結ぶとともに、ORTA社の作成したモデル・デザインの設計監理

を行い、セミナー及びワークショップを実施した。

予備調査（JST）     �

現地再委託契約（ORTA）     �

コンセプト・デザインの作成（JST）      �

モデル・デザイン設計（ORTA）     �

報告書の作成及び提出     �

�

セミナー及びワークショップ     �

日本国内作業：　　　　カザフスタン国内作業：�

モデル設計調査の調査工程�
�

調査段階�

�

モデル・デザインのチェック及び�
監理（JST）      �
�

2002年� 2003年�

12月� １月� ２月� ３月�

▼�

▼�▼�



－ 7－

第３章　現地再委託先選定業務

３－１　委託業務の概要

　アスタナ市の都市景観を構成する代表的な要素について、2000年１月から2001年７月にJICA

により実施されたアスタナ新首都総合開発計画調査（マスタープラン調査）のコンセプトに基づ

いたモデル設計を行う。モデル設計の対象は、以下の４項目である。

（1）行政地区（Government city）における、２階レベルで建物間をつなぐ屋根付き歩道橋、及び

駐車システムの設計

（2）行政地区のリニアな市民公園と循環シャトルバス停車場の設計

（3）冬期を想定した新しい住宅モデル地区の設計

（4）イシム川河岸の景観モデル設計

３－２　委託先選定の経緯

（1）入札日程

　現地再委託先の入札及び選定は、JICA より、2002 年 12 月 11 日付にて承認された仕様書に

基づき、下記の日程により行った。

1） 入札説明会　　　　　2002 年 12 月 18 日（水）

2） 入札締切・開札　　　2002 年 12 月 20 日（金）

3） 札評価　　　　　　　2002 年 12 月 21 ～ 22 日（土・日）

4） 委託予定先選定　　　2002 年 12 月 23 日（月）

（2）入札参加者

　本調査のC／P機関であるアスタナ市建築・都市計画局（DOA）から推薦を受けた現地コン

サルタント４社のうち３社による入札を実施した。４社のうち Studio ART 社については、住

宅に関する技術力はあるものの、その他の分野の技術力が弱いことをDOAから説明され、ま

た、建築分野の現地専門家とのヒアリングからも、技術力において、他の３社から劣ることが

指摘されたため、入札参加者から除外した。

　本入札に招いた現地コンサルタントは、以下の３社である（アルファベット順）。

・“Almatygyprogor-1”社

・Design Academy “KAZGOR”社

・Design Company “ORTA LTD.”社
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（3）入札評価

1） 技術評価

　入札図書を基に、各業者の企業概要及び類似案件業務、主従事予定者の経歴などについて

検討を行った。

［Almatygyprogor-1 社］

　建築家45名、技術者95名を有し、３社中２番目の規模である。年間売上高は約1,300万

テンゲ（Tenge）であり、1962年の設立後2002年に民営化された。アルマティ市内にお

ける空港及び中央公園、中央広場などの開発を行っている。アスタナ市の新市街地の整

備、本再委託の類似案件に関する業務経験が不足している。

［KAZGOR社］

　総職員数150名を有し、３社中最大の規模である。アルマティ市に本社を据え、アス

タナ市に支店を構えている。1930 年の設立後、1993 年に民営化されている。住宅及び

工場、公共建物などの建物の経験が豊富である。建築物の計画から詳細設計段階まで、

建築物の設計に関する豊富な経験を有しているが、本再委託の類似案件の経験において、

歩道／駐車場、河川護岸／景観整備などの経験が乏しい。

［ORTA LTD. 社］

　建築家20名、技術者30名と応札業者３社中最小の規模である。年間売上高は800万

テンゲである。1996年の設立後、同年からアスタナ市マスタープランの策定に参加して

いる。イシム川の護岸・景観整備、アスタナ市中央公園、商業施設及びその周辺の歩道・

交通施設計画など、アスタナ市において類似性の高い業務経験を有している。ただし、

バス停車場の経験は有していない。主従事者には、前述の施設の設計を担当した建築家

及び景観専門家などを予定している。
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表３－１　技術評価表

入札業者

１．職員数

２．年間売上高
３．設立年

４．業務経歴
4.1   企業経歴

4.2   従事者経歴

Almatygyprogor-1社

建築家45名
技術者95名
1,300万テンゲ
1962年
（2002年民営化）

　アルマティ市の空港
及び中央公園などの経
験を有している。
　アスタナ市の開発に
関する経験、類似業務
の経験が乏しい。

　業務経験約30年前後
の建築家及び技術者を
予定している。
　企業経歴同様、類似
業務の経験が乏しい。

KAZGOR社

総職員数150名

1930年
（1993年民営化）

　住宅及び公共建物な
ど建物に関する経験は
豊富である。大規模住
宅の計画・設計を行っ
ている。
　歩道／駐車場、公
園／バス停車場、河川
護岸／景観整備などの
類似業務の経験が乏し
い。

ORTA LTD.社

建築家20名
技術者30名
800万テンゲ
1996年

　イシム川の護岸・計
画整備、アスタナ市中
央公園、歩道・交通施
設計画など、アスタナ
市において類似性の高
い業務経験を有してい
る。
　1996年からアスタナ
市マスタープランの策
定に参画している。
　バス停車場に関する
経験がない。
　企業経歴における類
似案件に従事した建築
家及び景観専門家、技
術者を予定している。

2） 入札金額

　コンサルタント３社の見積価格は下記のとおりである。

3） 総合評価

　企業規模において劣るものの、①アスタナ市マスタープランの経緯を熟知していること、

②バス停車場を除く本業務内容の類似案件の経歴を網羅していること、③見積価格が最低価

格であること、などをかんがみ、ORTA 社が現地再委託先として望ましい。

入札業者 入札金額（テンゲ）

１ Almatygyprogor-1社 13,000,000

２ KAZGOR社 12,931,035

３ ORTA LTD.社 10,000,000

表３－２　入札金額比較表
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第４章　計画条件

４－１　気象条件

　アスタナ市の気象データを付属資料７．に示す。

４－２　上位計画

　2001 年８月に制定された JICAマスタープランでは、以下の事項が明記されている。

（1）新都心は、住民や来訪者がリラックスし、都市のアメニティを楽しめるような緑道や公園

を計画する。

（2）冬の厳しい気候を考慮して屋根付きのプロムナードや歩行者デッキを設置し、買い物客や

就業者の利便に供する。

（3）駐車スペースは当面は平面駐車を想定、将来屋根を敷設して歩行者デッキ等と連動を図る。
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第５章　モデル設計

５－１　行政地区における建物と連結された天蓋付き歩道橋及び駐車場システム

（1）計画対象

　今回の調査で、アスタナ・ゲンプラン社の模型を見せてもらったところ、新都心の中央公園

は、２階建てで計画されていることが明らかになった。模型及び入手したスケッチによれば、

屋上デッキを含めて３層の計画であり、１階が駐車場、２階が通路、３階がペデストリアン

デッキとなっている。マスタープラン時には、緑地公園という扱いであったが、始めから、こ

のような施設ができることは、好ましいことである。本調査では、連結歩道橋以外に、このペ

デストリアンデッキの計画も行うこととした。

　さらに、今回の調査で、西側ペデストリアンデッキの杭がアスタナ・ゲンプラン社案に基づ

いて、既に打設されていることが分かった（付属資料８．参照）。したがって、ペデストリア

ンデッキの設計は、既に打設されたくいを最大限に利用する形で計画することとなった。

（2）基本方針

　ペデストリアンデッキの基本方針は以下のとおりである。

1） 連続的な景観軸となる緑地軸の設定

　屋上デッキになだらかな曲線で形成される緑地帯を設ける。

2） 自然光をふんだんに取り込む工夫

　１階までの円錐形トップライト（グリーンハウス）、アトリウム、デッキからのサイド

トップライトなど

3） 動線の内部空間化

　冬の厳しい気候を考慮し、周辺建物からの連絡橋、及びペデストリアンデッキ２階は

すべて室内とする。

4） 室内空間の緑化

　グリーンハウス内は、樹木が植えられた、常緑空間となる。

５－２　行政地区におけるリニアな市民公園及び電動シャトルバス・システムに係るルート設計

（1）計画対象

　行政地区内のリニアな市民公園は、前述のとおり、ペデストリアンデッキに変更されたた

め、これについては、前節を参照してほしい。

　新都心コアの全長は1.5km以上あるため、コアの外側に沿ってシャトルバスのルートを提案

することとなった。また、シャトルバスの車種についての提案も行う。
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（2）基本方針

　シャトルバス・システムの基本方針は以下のとおりである。

1） ペデストリアンデッキと一体化したバス停

　アスタナの厳しい気候に対処するため、シャトルバスのバス停はペデストリアンデッ

キに付設させ、外部に出ることなく、バスに乗車できるようにする。

2） バリアフリー

　社会的弱者も不自由なくシャトルバスに乗降できるよう、シャトルバス及びバス停の

バリアフリー化を図る。

3） 環境にやさしい駆動方式

　都市環境保全のため、電動バスや天然ガスバスのような、環境にやさしいシャトルバ

スを選択する。

５－３　アスタナ市の厳寒期を考慮したパティオ形式の屋内スペースを有する複合住宅

（1）計画対象

　１住戸当たり 150m2 程度の中流階級向け複合住宅を計画対象とした。

（2）基本方針

　複合住宅の基本方針は以下のとおりである。

1） 囲まれた施設配置

　アスタナは、１年を通して強い風が吹く地域である。特に冬の時期には、南西の強風

が強い寒気を運ぶため、住宅にとっては「風」対策が重要な要素となる。その風を防ぎ、

快適な住環境をつくるため、アトリウムによる中庭をつくり、それを取り囲むかたちで、

住居棟を配置する平面計画を提案する。

2） Inner Patio

　施設の中心に位置するアトリウム空間を、Inner Patioと呼ぶ。庭の中心にはCone（円

錐）型のガラスアトリウムが設けられる。その内部には、樹木が植えられ、適温が保た

れた常緑空間となる。このInner Patioは、住民のための共用空間であり、コミュニティー

スペースとして利用される。

3） エコ・システムの導入

　施設の断熱化、気密化、凍害対策は当然として、環境にやさしいエコ・テクノロジー

を取り入れる。具体的には、太陽光発電システムを採用する。
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５－４　イシム川周辺の景観設計

（1）計画対象

　本調査で、イシム川周辺の景観設計は、ORTA社により、既に完了していることが分かった。

したがって、本調査では、大統領官邸の南方にできる予定である、イシム川内の人工島に、公

園を計画することとなった。

（2）基本方針

　公園の基本方針は以下のとおりである。

1） 自然界の要素を表現する公園

　森林や大草原、山々や川など、カザフスタンの雄大な自然の特徴を、公園内に組み込

む。

2） 有機的な公園

　整然と区画された行政地区とは全く逆の有機的なイメージの公園を設計する。

3） 最新技術の導入

　公園内に点在するレストラン、売店、トイレなどの施設は、カザフスタンや日本の伝

統的形状を取り入れつつも、日本の最新マテリアルを使用した、斬新なデザインとする。
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